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宇治市長選挙

十
二
月
四
日
は
宇
治
市
長
選
挙
の
投
票
日
で
す
。
こ
の
選

挙
は
、
今
後
四
年
間
宇
治
市
政
を
担
当
す
る
市
長
を
選
ぶ
も

の
で
あ
り
、
私
た
ち
市
民
に
と
っ
て
一
番
か
か
わ
り
の
深
い

選
挙
で
す
。
候
補
者
の
政
見
や
人
柄
を
よ
く
考
え
、
棄
権
す

る
こ
と
な
く
、
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

卜
1
2
月
4
日
の
投
票
を
呼
び
掛
け
る
大
懸
垂
幕
（
市
役
所
玄
関
横
）

昭
和
二
土
（
年
に
市
制
聚
厠
行

し
た
宇
治
市
は
、
現
在
、
人
口
十
七
一

万
人
を
超
え
京
都
府
南
部
の
中
核

都
市
と
し
て
産
業
、
経
済
、
教
育
、

文
化
に
着
実
な
前
進
を
続
け
て
い

ま
す
。

こ
フ
し
た
中
で
行
わ
れ
る
今
回

の
市
長
選
挙
は
、
第
十
一
代
目
の

‘
市
長
か
選
び
、
今
後
四
年
間
の
宇

治
市
政
を
託
す
大
切
な
選
挙
で
す
。

地
方
自
治
を
発
展
さ
せ
、
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

に
は
、
な
に
よ
り
も
市
民
の
皆
さ

ん
の
市
政
参
加
が
大
切
で
す
。
そ

の
一
歩
は
、
有
権
者
と
し
て
選
挙

に
投
票
し
て
い
た
だ
ぐ
こ
と
か
ら
、

始
ま
り
ま
す
。

十
二
月
四
日
の
投
票
日
に
は
、

必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

】
㈹
漸
同
回

。
午
前
七
時
か
白
千
後
六
時
ま
で

で
す
。
た
だ
し
、
第
十
七
投
票
所

（
笠
取
小
学
校
）
と
第
十
八
投
票
所

宇治市長選挙

投・開票速報

テレホンサービス

電話23-9999

｀
－
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（
笠
取
第
二
小
学
校
）
は
午
後
五
時

ま
で
で
す
。

投
票
の
注
意
点

投
票
用
紙
に
は
、
選
挙
公
報
や

投
票
所
内
に
掲
示
し
て
あ
る
候
補

者
名
な
ど
か
見
て
、
氏
名
だ
け
を

正
確
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

膜
票
整
理
券

有
権
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
既
に

お
送
り
し
て
い
未
了
。
堤
厨
へ

は
忘
れ
ず
に
持
っ
て
行
っ
て
く
だ

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
今

回
の
市
長
選
挙
に
あ
た
り
、
投

票
状
況
や
開
票
速
報
な
ど
を
テ

レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
お
知
ら
せ

ｋ
チ
。

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
市
長
選
挙
に
関
す
る
情
報
＝

1
2
月
1
日
Ａ
日

・
昼
逞
報
＝
1
2
月
4
日
午
前

9
時
1
5
分
～

・
開
票
速
報
＝
1
2
月
4
日
午
後

且
島
分
～

さ
い
。
‘

な
お
、
投
票
整
理
券
が
届
か
な

か
っ
た
り
、
紛
失
さ
れ
た
り
、
ま

た
投
票
所
へ
持
っ
て
行
く
の
を
忘

れ
た
場
合
は
、
投
票
所
の
受
付
係

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
て
、
資
格

の
あ
る
人
に
は
再
発
行
し
ま
す
。

投
票
所

お
送
り
し
て
い
る
投
票
整
理
券

の
表
面
に
記
載
し
て
い
諌
叉
投

票
所
と
所
在
地
か
薗
認
し
て
く
だ

さ
い
。

守られていよすか

あなたの人権

十
二
月
四
日
か
ら
千
日
ま
で

は
人
権
週
間
。
城
南
人
権
擁
護

委
員
協
議
会
と
市
で
は
、
こ
の

週
間
行
事
の
一
環
と
し
て
、
人

権
特
設
相
談
所
を
開
設
し
康
ｙ
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
康
罵

▼
と
き
・
：
抑
一
月
8
日
俐
、
午

人権擁護委員さん（敬称略）

前
1
0
時
～
午
後
3
時
▼
と
こ
ろ

…
総
合
福
祉
会
館
、
広
野
公
民

館
、
木
幡
公
民
館
▼
相
談
内
容

・
：
○
差
別
を
受
け
た
り
、
1
亨

信
用
を
侵
さ
れ
た
○
人
に
い
や

が
ら
せ
を
さ
れ
た
り
、
義
務
の

な
い
こ
と
か
循
要
さ
れ
て
困
っ

て
い
る
○
児
童
・
牛
徒
が
い
じ

め
ら
れ
た
り
、
仲
間
は
ず
れ
に

さ
れ
て
い
る
○
女
性
・
子
供
・

老
人
な
ど
が
虐
待
さ
れ
て
い
る

○
騒
音
・
悪
臭
・
ば
い
煙
に
悩

ま
さ
れ
て
い
る
○
国
籍
・
人
種

な
ど
の
違
い
に
よ
り
不
当
な
扱

い
を
受
け
た
ら
離
婚
・
扶
養
・

相
続
な
ど
家
庭
の
か
の
ご
と
で

困
っ
て
い
る
○
そ
の
外
、
借
地
、

借
家
、
交
通
災
害
、
、
雇
用
関
係
、

金
銭
問
題
で
困
っ
て
い
る
。

な
お
、
左
表
の
人
権
擁
護
委

員
さ
ん
の
自
宅
で
も
相
談
に
応

じ
て
い
ま
で
。
直
接
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。（
企
画
管
理
部
総
務
課
）

氏名 住所 電話

青山一雄 宇治善法11の5 21－4380

束重子 羽拍子町22 43－7723

井戸田侃 木幡熊小路4の8 31－8，489

北川稔 伊勢田町毛語40 41－7260

熊木治夫 横島町北内53 22－0153

柴田定治 木幡平1117の63 32－6620

谷口武洽 宇治宇文字11の1221－4611

福島秀次 広野町寺山53の3 43－2689

藤原了孝 五ヶ庄大林43の1 31－8532

前川桂子 菟道丸山1の69 21－3458

●とき12月6日（火）

午後1時半～4時半

●ところ文化センター小ホール

927

差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
を

1
2
月
1
0
日
は
人
権
デ
ー

十
二
月
十
日
は
「
人
権
デ
ー
」
で

す
。今

年
は
、
世
界
人
据
言
が
国

際
啓
羅
会
で
採
択
さ
れ
て
四
十

周
年
に
あ
た
り
水
子
。
差
別
の
な

い
、
平
和
で
豊
か
な
社
会
を
築
く

た
め
に
は
、
宣
言
の
狸
蓄
1
た

ち
の
暮
ら
し
の
中
に
生
か
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

世
界
人
権
一
1
爾
一
条
で
は
。

「
す
べ
て
の
人
間
は
、
生
ま
れ
な

が
ら
に
し
て
自
由
で
あ
り
、
か
つ
、

尊
厳
と
権
利
と
に
つ
い
て
平
等
で

あ
る
」
と
規
定
し
て
い
未
丁
。
わ

が
国
の
憲
法
も
「
基
本
的
人
権
の

尊
重
」
客
屡
鐘
念
の
一
つ
と
し

て
掲
げ
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

人
間
と
し
て
、
幸
せ
に
生
き
る
た

め
の
権
利
と
目
由
と
を
零
ド
保

障
し
て
い
ま
す
。

し
ぶ
し
、
今
日
な
お
、
私
た
ち

の
去
ぢ
に
は
、
女
性
や
心
身
に

障
害
か
痔
つ
人
、
在
日
韓
国
・
‐
朝

鮮
人
を
は
じ
め
と
す
る
外
国
人
に

対
す
る
差
別
、
封
建
時
代
の
身
分

制
度
に
驀
つ
く
同
和
地
区
の
人
た

ち
に
対
す
る
差
別
な
ど
、
偏
見
や

差
別
に
よ
っ
て
基
本
的
人
権
が
侵

害
さ
れ
て
い
る
事
例
が
あ
り
康
司

と
昨
わ
け
、
同
和
地
区
の
人
た

ち
に
対
す
る
差
別
は
、
同
和
地
区

出
身
と
い
う
こ
と
べ
に
疵
職
や
結
婚

な
長
差
別
を
受
け
呑
場
合
が
多

く
人
間
の
尊
厳
に
か
か
わ
る
深
刻

で
重
大
な
社
会
問
題
で
す
。

昭
和
四
十
年
八
月
、
国
の
同
和

対
策
審
議
会
は
「
同
和
問
題
は
、

人
間
の
自
由
一
と
平
等
に
関
す
る
問

題
で
あ
り
、
基
本
的
人
権
に
か
か

わ
る
課
題
」
と
し
、
そ
の
解
決
を
図

る
た
め
の
答
申
を
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
国
を
は
じ
あ

府
・
市
な
ど
地
方
息
居
で
同
和

問
題
の
解
決
に
向
け
て
の
取
り
組

み
を
進
め
て
き
た
結
果
、
生
活
環

境
の
改
善
に
一
定
の
成
果
を
ゑ
ぽ

て
き
て
い
康
司

し
か
し
、
教
育
や
不
安
定
な
就

労
実
態
な
ど
、
多
く
の
課
題
を
残

し
て
い
圭
ｙ
。

同
和
問
題
は

み
ん
な
の
課
題

私
た
ち
の
牛
活
の
中
で
、
昔
か

ら
の
言
い
伝
え
や
習
慣
を
当
然

だ
と
思
っ
て
、
何
の
考
え
も
な
ぐ

従
っ
て
い
こ
う
と
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
七
夕
し
た
考
え
方

が
偏
見
や
差
別
を
助
長
し
、
知
ら

ず
知
ら
す
の
ラ
ち
に
他
人
の
基
本

的
人
権
を
侵
害
す
る
こ
と
に
つ
な

か
っ
て
い
未
了
。

。
同
和
問
題
は
、
同
和
地
区
の
人

た
ち
だ
け
の
関
題
で
も
、
放
っ
て

お
け
ば
目
然
に
な
ぐ
な
る
問
題
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
基
本
的
人
権
に

か
か
か
（
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の

課
題
で
す
。

身
近
な
暮
ら
し
の
中
で
互
い
の

基
本
的
人
権
を
尊
重
し
、
誰
も
が

幸
せ
に
牛
活
す
る
こ
と
の
で
き
る

人権週閻

（12月4日～10日）

一人ひとりの人権を

みんなで守りましよう

差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
を
一
日

も
早
ぐ
築
良
重
し
よ
5
。（

同
和
対
策
室
）

◆
講
演

『
あ
つ
き
心
を
学
舎
に
』

同
和
問
題
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に

講
師
　
辻
ミ
チ
子
さ
ん

（
宇
治
市
歴
史
資
料
館
長
）

◆
映
画

『
波
き
ら
め
く
と
き
』

■
主
催
宇
治
市
・
宇
治
市
教
育
委
員
会

き
れ
い
な
選
挙
で
明
る
い
ま
ち
を

も
れ
な
く
投
票
し
ま
し
ょ
う

12月4日は投票日

入場無料

12月8日（木）に人権

相談

投
票
時
間

人権週間記念講演会



市
民
と
の
連
携
を
更
に
強
化

本
市
は
今
年
度
、
厚
生
省
か
ら
「
高
医
療
費
市
町
村
」

の
指
定
を
受
け
、
国
保
医
療
費
の
適
正
化
を
中
心
と
す
る

「
国
保
事
業
運
営
安
定
化
計
画
」
を
作
成
し
、
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
今
年
六
月
、
国
民
健
康

保
険
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
取
り
組
み
で
す
。
今

回
は
、
こ
の
安
定
化
計
画
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
、
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

求
め
ら
れ
る

医
療
費
適
正
化
対
策

高
医
療
費

と
ま
市
町
村
’
。

今
年
度
に
「
高
医
療
費
市
町
村
」

と
し
て
指
定
を
受
け
た
の
は
、
宇

治
市
參
含
め
て
全
国
で
百
四
土
ハ

市
町
村
（
七
月
三
十
且
Ｗ
け
）
で

す
。
内
容
は
、
北
海
道
を
中
心
に

大
阪
や
福
岡
な
老
の
医
療
費
が
高

い
道
府
県
に
指
定
団
体
が
多
い
の

が
特
徴
で
、
京
都
府
内
で
は
本
市

の
外
に
京
都
市
が
指
定
を
受
け
て

い
圭
ｙ
。

こ
の
「
高
医
療
費
市
町
村
」
と

は
、
国
が
定
め
た
医
療
費
の
地
域

差
指
数
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
も
の

で
、
災
害
な
ど
に
よ
る
特
別
事
情

分
の
医
療
費
か
殴
い
た
市
町
村
国

保
給
付
費
（
医
療
費
か
ら
目
己
負

担
分
か
際
い
た
額
）
が
、
全
国
の

国
保
加
入
者
の
年
齢
構
成
を
加
味

し
て
割
り
出
し
た
基
準
給
付
費
の

万
一
七
倍
を
超
え
た
市
町
村
が

該
当
し
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら

該
当
市
町
村
は
「
安
定
化
計
画
」

の
作
成
と
実
施
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
毒
了
。
’

「
推
進
本
部
」
を
設
け

全
庁
的
な
取
り
組
み

本
市
の
場
合
、
地
域
差
指
数

は
、
一
・
一
八
八
倍
と
高
く
、
こ

の
ま
ま
で
は
国
保
制
度
の
安
定
運

営
に
支
障
を
參
た
す
お
そ
れ
が
あ

る
た
め
、
医
療
費
を
適
正
な
状
態

に
す
る
と
共
に
、
保
険
料
収
入
を

確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
庁
内
に
「
国
保
事
業
運
営

安
定
化
推
進
本
部
（
本
部
長
＝
助

ご
利
用
く
だ
さ
い

電
子
血
圧
計

市
で
は
、
健
康
で
讐
殆
い

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
的
と

し
た
ヘ
ル
ス
パ
イ
オ
ニ
ア
タ
ウ

ン
事
業
の
一
環
と
し
て
、
市
役
一

所
玄
関
ロ
ビ
ー
と
木
幡
・
小
倉

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
に
、

皆
さ
ん
が
自
由
に
利
用
出
来
る

電
子
血
圧
計
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
取
り
扱
い
は
た
い
へ
ん
簡

単
で
す
。
日
ご
ろ
の
健
康
管
理

や
健
康
づ
く
り
の
参
考
と
し
て
、
一

大
い
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
一

【
写
真
は
、
市
役
所
玄
関
ロ
ビ

ー
で
一

役
）
」
を
九
月
十
二
日
に
設
置
し
、

高
医
療
費
の
現
状
分
析
と
そ
の
適

正
化
措
置
等
か
盛
り
込
ん
だ
「
安

定
化
計
画
」
を
作
成
し
、
実
施
す

る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
本
市
は
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
医
療
費
適
正
化
対
策
を

推
進
す
る
と
共
に
、
保
健
予
防

や
福
祉
対
策
に
も
積
極
的
に
取
り

組
み
、
「
高
医
療
費
市
町
村
」
の
指

定
解
除
を
目
指
す
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

「
高
医
療
費
」
の
現
状
全
国
平
均
を
上
回
る

一
人
当
た
り
診
療
費

低
い
受
診
率
と

高
い
一
日
当
た
り
費
用
額

〈
市
国
保
医
療
費
の
。
全
般
的
な
傾
向
〉

本
市
が
「
高
医
療
費
市
町
村
」
に

指
定
さ
れ
る
根
拠
と
な
っ
た
市
国

保
医
療
費
の
現
状
と
特
徴
は
、
ど

の
ぷ
つ
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
よ

シ
か
。

Ｇ
表
Ｉ
固
か
ら
、
次
の
こ
と
が
分

か
り
求
1

表Ｉ市国保医療費の全国平均との対比－61年度決算一全国平均＝100（Ａ）

＼ 若人 老人 退職者 全体

区分受診率
1件当ｕり日数

ｌ日当たｉ｝

費用額 受診率
ｌ件当たり

日数

ＩＢ当1：1

費用頷 受診率
ｌ件当たり

日数

1日ｓた’）

費用額 受診率
1件当ｔｏ日数

応
入院 90．598．6114．3113．498．8138．087．396．7126．198．899．3127．9

入院外 96．2103．8112．893．1Ｕ2．2128．594．8100．7112．395．8105．7118．7

計 96．0101．3110．494．5113．3136．694．598．6114．796．0104．4122．5

①
受
診
率
は
、
老
人
入
院
分
か
豚

い
て
、
す
べ
て
全
国
平
均
以
下

②
一
件
当
た
り
日
数
は
、
入
院
外

分
は
全
国
平
均
牽
上
回
る
が
、

入
院
分
で
は
全
国
平
均
以
下
。

③
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
単
価
と
い
わ

れ
る
一
日
当
た
り
費
用
額
は
、

入
院
・
入
院
外
分
と
も
に
全
国

平
均
牽
否
7
上
回
り
、
特
に

老
人
入
院
分
か
高
い
。

Ｏ
次
に
、
表
Ｉ
㈲
か
ら
Ｉ

④
一
人
当
た
り
診
療
費
は
い
ず
れ

（注ｌ）1人当たり診療費＝受診率×

1件当たり日数×1日当たり費用額

（注2）診療ｔ＝入院費用頷十

入院外費用額十歯科費用額

（注3）受診率＝件数÷加入者数

（Ｂ）

＼ 1人当たり診療費

区分 若人 老人 退職者全体

入院 102．0154．5106．5125．4

入院外112．4134．3107．4120．1

計 107．2146．2107．0122．9

表Ⅲ市内病床数と市国保入院診療費の推移

3．0002．720床2，761床3．164床

，．2．400床‥2．720床・・2．774床ト

2．000

少子∧

1．55這〈病床数〉

も
全
国
平
均
か
王
回
り
、
全
体

的
に
は
入
院
分
か
高
い
。
と
り

わ
け
老
人
分
に
お
い
て
、
入
院
・

入
院
外
分
と
も
突
出
し
た
傾
向

と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ぷ
っ
に
、
一
人
当
た
り
診

療
費
が
全
国
平
均
か
王
回
る
理
由

と
1
で
ば
、
一
日
当
た
口
費
用
額

が
高
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
毒
了
。

増
え
続
け
る入

院
診
療
費

〈
入
院
診
療
費
の
特
徴
〉

表
ｎ
で
国
保
診
療
費
○
内
訳
を

近
隣
市
と
比
較
す
る
と
、
入
院
分

の
割
合
が
五
割
か
超
え
て
い
る
の

は
本
市
だ
け
で
す
。

で
は
、
芦
岑
し
て
入
院
分
の
割

合
が
大
命
Ｉ
な
っ
た
の
で
し
ょ
う

表
ｍ
は
、
本
市
に
お
け
る
病
床
数

表ＩＩ国保診療費に占める入院割合の近隣5市との比較

－62年度一決算見込み（老健十老健外）一十

宇治市

京都市

城陽市

八幡市

向日市

長岡京市

と
国
保
診
療
費
の
推
移
を
表
し
た

も
の
で
す
。
こ
れ
を
見
る
と
、

最
近
十
年
間
で
病
床
数
は
約
二
倍

増
え
、
国
保
全
体
の
診
療
費
は
約

三
倍
、
う
ち
入
院
分
に
限
れ
ば
約

四
倍
に
も
増
え
て
い
ま
ず
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
病
床
数
の
増

加
が
必
然
的
に
入
院
診
療
費
の
増

加
に
つ
な
が
り
、
入
院
診
療
費
の

増
加
が
診
療
費
全
体
を
押
し
上
げ

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
康
呪
ま

た
、
病
床
数
が
二
千
七
百
床
か
超

え
た
昭
和
五

十
八
年
度
か

ら
、
入
院
分

か
全
体
の
五

表Ⅳ市国保入院診療費の診療行為別割合

〈老健以外分の入院〉（単位：％）

区分 診察 投藁 注射 検査昆 処置 手術人院料 その他合計
宇治市 0．1 5．419．312．13．9 5．3 7．444．91．6100．0

全国平均 0．1 5、714．8Ｓ．53．0 5．9 6．254．7 1．1 100．0

割
か
超
え
る
と
い
う
現
在
の
傾
向

が
形
作
ら
れ
た
と
い
え
ま
す
。

入
院
診
療
費
の

診
療
行
為
別
割
合
は

〈
本
市
入
院
分
の
特
徴
〉

表
Ⅳ
は
、
国
保
入
院
診
旅
費
に

占
め
る
「
注
射
」
や
「
投
薬
」
な
ど
の

〈老健分の入院〉

区分 診察 投薬 住射 検在琵 処置 手術人院料 その他合ｌｔ

宇治市 0．1 5．818．710．82．7 8．3 4．344．35，0100．0

全国平均 0．1 6．416．08．2 2．7 7．1 4．853．51．2100．0

（注ｌ）老健分は国保老健分十ｔ±保老健分（注2）宇治市分は本市入院分の8割ｉｓを占める主要32病院の平≫Ｊ価

診
療
行
為
別
の
割
合
を
示
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
全
国
平
均
と

比
べ
て
宇
治
市
入
院
分
は
「
注
射
」

と
「
検
査
」
の
占
め
る
割
合
が
大

字
ｙ
、
そ
れ
に
反
比
例
す
る
形
で

入
院
料
の
割
合
が
小
さ
い
と
い
う

傾
向
か
あ
り
康
ｙ
。
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国
保
運
営
安
定
化
へ
の
取
り
組
み

大
切
な
「
健
康
づ
く
り
」

ヘ
ル
ス
パ
イ
オ
ニ
ア

タ
ウ
ン
事
業
も
活
用

本
市
で
は
、
こ
の
よ
之
債
向

と
特
徴
か
痔
つ
市
国
保
医
療
費
の

適
正
化
を
図
り
、
「
高
医
療
費
市
町

村
」
の
指
定
解
除
を
実
現
す
る
た

め
、
「
必
要
な
医
療
を
保
障
し
、
健

康
の
保
持
・
増
進
を
図
る
た
め
の

取
り
組
み
」
で
あ
る
こ
と
を
基
本

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
強

め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

そ
の
主
な
も
の
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

剛
レ
セ
プ
ト
内
容
点
検
の
充
実

医
療
機
関
か
ら
の
診
療
報
酬
明

細
書
（
レ
セ
プ
ト
）
’
の
縦
覧
点
検

体
制
を
強
化
し
、
国
保
婆
昌
の

審
査
機
能
の
強
化
を
求
め
未
了
。

②
市
民
・
加
入
者
と
の
連
携
強
化

健
康
は
自
ら
が
守
る
と
い
う
立

場
か
ら
、
皆
さ
ん
が
受
け
た
医
療

に
要
し
た
費
用
を
お
知
ら
せ
す
る

医
療
費
通
知
の
発
行
回
数
夕
珊
や

し
、
健
辰
つ
く
り
パ
ン
フ
レ
″
ト

を
作
成
・
配
布
し
て
。
皆
さ
ん
の

健
辰
つ
く
り
を
手
助
け
し
毒
ｙ
。

ま
た
、
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
弦
体

験
を
広
く
市
民
の
も
の
に
す
る
た

め
、
ヘ
ル
ス
パ
イ
オ
ニ
ア
タ
ウ
ン

事
業
の
一
つ
と
し
て
「
健
康
づ
く

く
り
体
験
手
記
」
か
募
集
し
ま
す

（
3
面
に
募
集
要
領
）
。

圀
在
宅
ケ
ア
の
推
進

人
間
ド
″
ク
受
診
世
帯
を
中
心

と
し
て
、
健
夙
つ
く
り
ア
ド
バ
イ

ス
の
た
め
、
保
健
婦
に
よ
る
訪
問

指
導
か
計
画
し
て
い
ま
す
。

㈲
関
連
施
策
の
推
進

ヘ
ル
ス
パ
イ
オ
ニ
ア
タ
ウ
ン
事

業
の
一
環
と
し
て
、
市
民
体
育
・

社
会
教
育
・
公
民
館
活
動
の
場
で
、

体
力
づ
く
り
・
健
康
づ
く
ひ
行
事

の
充
実
を
目
指
に
ま
す
。

㈲
医
療
機
関
と
の
話
し
合
い

医
療
費
適
正
化
の
た
め
、
市
民

の
健
康
を
守
る
立
場
か
ら
、
理
解

と
協
力
か
求
め
未
司

剛
保
険
料
収
納
本
の
向
上

医
療
費
は
皆
さ
ん
が
納
め
る
保

険
料
と
、
国
か
ら
の
補
助
金
で
賄

わ
れ
ま
す
。
適
正
か
つ
必
要
な
医

療
費
を
確
保
す
る
た
め
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
収
納
率
の
向
上
に
努
力

し
毒
ｙ
。

こ
の
外
、
市
議
会
を
は
に
あ
国

保
運
営
協
議
会
な
ど
関
係
諸
機
関

と
密
接
に
連
携
し
、
国
保
運
営
安

定
化
に
向
け
て
、
一
つ
一
つ
課
題

を
解
決
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い

ま
ず
。

皆
さ
ん
の
健
康
鴛
又
夭
切
な

国
保
制
度
が
、
’
円
滑
に
安
定
し
て

運
営
出
来
る
ぷ
つ
、
重
ね
て
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
手
。

928

高医療費市長の指定受ける

国保安定化計画を実施



所
申
請
を
次
の
要
領
で
受
け
付
け

ま
す
。

〈
申
し
込
み
が
出
来
る
人
〉

昭
態
♀
四
年
四
月
一
日
現
在

で
、
生
後
六
ヵ
月
以
上
六
歳
未
満

の
乳
幼
児
で
、
母
親
が
家
庭
や
外

で
仕
事
を
し
て
い
た
り
、
病
気
な

ど
で
保
育
が
出
来
な
い
場
合
に
限

り
ま
す
。

〈
申
込
用
紙
と
必
要
書
類
〉

1
2
月
6
日
か
ら
受
け
付
け

申
込
用
紙
は
各
保
育
所
（
園
）
ま

た
は
、
福
祉
事
務
所
保
育
課
で
お

渡
し
し
毒
司
申
請
に
は
、
母
親

の
在
職
証
明
書
な
ど
保
育
出
来
な

い
旨
の
証
明
書
が
必
要
で
す
。
早

め
に
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
入
所
受
付
日
と
場
所
〉

右
下
表
の
日
程
で
集
中
受
付
を

行
い
ま
す
。

な
お
、
や
む
を
得
な
い
事
情
で

指
定
日
に
申
し
込
み
が
出
来
な
い

さおりちゃんは動物が大好き。

やさしい女の子に育ってね。

この欄に掲載するお子さん（62

年12・月生まれ）を募集していますら

広報課へご連絡ください。

人
は
、
十
二
月
二
十
七
日
㈹
の
午

後
五
時
ま
で
、
保
育
課
で
受
け
付

け
ま
す
。

―
―
―
－
―
―
―

．
〈
引
き
続
き

入
所
希
望
の
場
合
〉

’
昭
和
六
十
四
年
度
も
引
き
続
い

て
入
所
を
ご
希
望
の
人
は
、
入
所

申
請
書
と
保
育
出
来
な
い
旨
の
証

明
書
な
ど
を
十
二
月
五
日
囲
か
ら

十
日
出
ま
で
に
、
現
在
入
所
中
の

保
育
所
（
園
）
へ
提
出
し
て
ぐ
だ
さ

い
。

産
休
明
け
・
昼
間
里
親
保
育
も

申
し
込
み
受
け
付
け

へ
申
し
込
み
を
。
（
保
育
課
）

お
知
ら
せ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

実
技
講
習
会

黄
葉
体
育
館
に
あ
る
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
機
器
を
、
正
し
ぐ
安
全
に
使

②
坊
の
講
習
会
を
行
い
圭
ｙ
。

▼
と
き
・
：
1
2
月
1
0
日
出
、
午
後

3
時
と
午
後
6
時
の
2
回
▼
と
こ

る
・
：
黄
槃
体
育
館
▼
対
象
…
1
5
歳

以
上
の
人
▼
定
員
…
各
3
0
人
（
先

着
順
）
▼
受
講
料
…
千
円
▼
申
し

保育所入所申請の集中受付日程表

月日 受付場所 対象保育所（園〉

12．6
肉

のぼり保育園
北木幡保育所一木幡保育所・明星保育園

のぽり保育園・なかよし保育園

西小倉保育所
伊勢田保育園・西小介保育所
北小倉保育所・南浦保育園

127團

くりくま保育園 大久保保育所・同胞保育園
くりくま保育園

いずみ保育園いずみ保育園・横島保育所・

128困

小倉双葉園保育所 ひいらぎ保育園・広野保育所

小倉双葉園保育所

三室戸保育園
三室戸保育園・あさひ保育園
宇治保育所

○受付時間は、いずれも午前10時～午後4時です

―
－
－
－
－
－
－

込
み
・
：
1
9
一
月
1
日
㈹
、
午
前
9
時

か
ら
直
接
黄
壁
体
育
館
内
、
轍
市

公
園
公
社
（
豊
⑩
4
0
0
1
）
へ
。
。

（
黄
聚
体
育
館
）

記
念
日
と
生
活
講
座

▼
と
き
・
：
1
2
月
5
日
㈲
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
…
広
野
公

民
館
▼
テ
ー
了
人
権
デ
ー
（
1
2

月
1
0
日
）
に
ち
な
ん
で
Ｉ
暮
ら
し

の
中
で
の
身
近
な
差
別
に
か
か
わ

っ
て
▼
講
師
：
人
権
擁
護
委
員
・

前
川
桂
子
さ
ん
▼
対
象
・
：
市
民
▼

参
加
・
・
・
当
日
直
接
会
場
へ
。
保
育

あ
り
書
了
。
ご
希
望
の
人
は
広
野

公
民
館
（
ａ
⑩
7
4
5
0
）
へ
事

前
に
電
話
か
来
館
で
。
お
や
つ
代

五
十
円
か
必
要
。
（
広
野
公
民
館
）

親
子
し
め
な
わ
づ
く
ｔ
｛
教
室

▼
と
き
・
：
1
2
月
2
6
日
側
、
午
前

9
時
半
～
ｎ
時
半
と
午
後
Ｌ
時
半

～
3
時
半
の
2
回
▼
と
こ
ろ
…
小

倉
公
民
館
▼
内
容
・
：
ワ
ラ
を
な
っ

て
、
し
｝
の
な
わ
づ
く
り
▼
指
導
・
・
・

小
倉
喜
老
会
々
員
▼
定
員
…
各
4
0

人
（
先
着
順
）
▼
材
料
費
：
大
人
二

百
五
十
円
、
子
供
百
五
十
円
▼
対

象
：
大
人
⊥
ｍ
内
在
住
の
人
、
子

供
＝
小
学
校
4
年
生
上
｝
学
生
▼

申
し
込
み
…
小
倉
公
民
館
（
豊
⑩

4
6
8
7
）
へ
電
話
か
来
館
で
。（

小
倉
公
民
館
）

年
金
の
種
類
で
ち
が
う
年
金
請
求
の
窓
口

年
金
請
求
の
窓
口
は
、
受
け
る

年
金
の
種
類
で
異
な
り
毒
ｙ
。
市

内
に
在
住
し
次
の
年
金
を
受
け
る

人
は
、
太
字
の
窓
口
で
請
求
を
。

○
老
齢
基
礎
年
金

①
国
民
年
金
だ
け
加
入
（
厚
生
年

金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
た
こ

と
が
な
い
）
↓
宇
治
市
役
所

②
厚
生
年
金
だ
け
加
入

剛
厚
生
年
金
加
入
中
で
な
い
↓

京
都
南
社
会
保
険
事
務
所

ぼ
厚
生
年
金
加
入
中
↓
事
業
所

所
在
地
管
轄
の
社
会
保
険
事

社
会
保
険
相
談
所

▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
：
1
2
月
9
日

面
＝
木
幡
公
民
館
、
2
3
日
面
＝
宇

治
公
民
館
、
い
ず
れ
も
午
後
1
時

～
4
時
。
（
保
険
年
金
課
）

住
宅
需
要
実
態
調
査

回
収
に
ご
協
力
を

｀
建
設
省
で
は
、
十
二
月
一
日
現

在
で
「
住
宅
需
要
実
態
調
査
」
を

行
っ
て
ぃ
ま
ず
。
本
市
で
も
、
約

七
亘
戸
に
対
し
て
調
査
票
を
お
配

り
し
て
ぃ
車
か
、
近
日
中
に
調

く
ら
し
の
資
金

冬
の
貸
し
付
け

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
失

業
や
病
気
、
事
故
な
ど
で
生
活

に
お
困
り
の
世
帯
に
「
く
ら
し

の
資
き
の
貸
し
付
け
を
行
い

妻
。

▼
貸
付
金
額
・
：
年
間
1
0
万
円

以
内
（
夏
・
冬
合
計
）
▼
貸
し

付
け
条
件
・
：
無
利
子
・
無
担
保
。

返
済
は
4
ヵ
月
部
喬
き
の
2
0

回
月
賦
▼
対
象
・
南
和
6
3
年
1
2

月
1
日
現
在
、
市
内
に
6
ヵ
月

て
い
る
世
帯
は
、
貸
付
額
の
半

額
以
上
を
返
済
し
て
い
る
こ
と

が
必
要
で
す
）
▼
申
し
込
み
・
：

地
区
担
当
の
民
生
委
員
に
相
談

の
上
、
1
2
月
1
7
日
出
ま
で
に
申

込
書
に
住
首
蜃
本
を
添
え
て
、

社
命
罪
協
議
会
へ
。

在
宅
障
害
者

テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス

申
し
込
み
は
、
い
ず
れ
も
社

会
福
祉
協
議
会
（
容
⑩
5
6
5

Ｏ
。
フ
ァ
ッ
ク
ス
Ｓ
⑩
0
8
5

7
）
へ
。

務
所

③
共
済
組
合
だ
け
加
入
↓
最
終
所

属
共
済
組
合

④
各
制
度
の
加
入
が
混
在

剛
最
終
が
厚
生
年
金
↓
②
と
同

口
最
終
が
国
民
年
金
か
共
済
組

合
↓
京
都
南
社
会
保
険
事
務

所

○
国
民
年
金
の
老
齢
・
通
算
老
齢

年
金
↓
宇
治
市
役
所（

保
険
年
金
課
）

査
員
が
調
査
票
を
回
収
に
伺
い
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
ず
。

（
住
宅
課
）

パ
ソ
コ
ン
中
級
講
座

｀

▼
と
き
…
1
2
月
2
0
日
叫
か
ら
6
4

年
2
月
1
4
日
㈹
ま
で
の
毎
週
火
・

金
曜
日
の
1
4
回
（
年
末
年
始
は
除

く
）
、
午
後
6
時
半
～
9
時
▼
と

こ
ろ
・
：
城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー
▼
受
講
料
玉
万
四
千
円
▼

定
員
・
・
・
2
0
人
▼
申
し
込
み
・
：
1
2
月

1
5
日
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
（
曹
一
面

0
7
8
0
）
へ
。
（
交
通
労
政
課
）

《
料
理
教
室
》

▼
と
き
…
1
2
月
9
日
廊
、
午

煎
…
…
時
～
午
後
2
時
▼
と
こ
ろ

・
：
総
合
福
祉
会
館
▼
対
象
…
難

聴
者
▼
内
容
・
：
鶏
肉
の
ロ
ー
ス

蒸
し
と
子
芋
の
煮
物
ほ
か
。
健

康
管
理
の
話
▼
講
師
：
雨
保
健

予
防
課
職
員
▼
持
ち
物
…
エ
プ

ロ
ン
、
三
角
き
ん
、
ふ
き
ん
、

米
一
合
▼
参
加
費
…
材
料
費
五

百
円
▼
申
し
込
み
締
め
切
り
・
：

1
2
月
5
日
囲
。

▽
と
き
…
1
2
月
1
0
日
出
、
午

後
Ｌ
時
半
～
4
時
▽
と
こ
ろ
・
：

総
合
福
祉
会
館
▽
対
象
・
：
う
つ

あ
者
▽
指
導
…
江
崎
美
子
さ
ん

▽
内
容
…
な
べ
や
さ
7
ど
ん
（

ゑ
こ
ん
作
り
か
ら
）
▽
参
加
費

…
材
料
費
三
百
円
▽
申
し
込
み

締
め
切
り
…
1
2
月
6
日
叫
。

募
集
　
募
集
　
募
集
　
募
集

¬ヘルスパイオニアタウンー

私の健康づくり

体験手記を募集

健
康
で
讐
荼
い
の
あ
石
街
・

ヘ
ル
ス
パ
イ
オ
ニ
ア
タ
ウ
ン
づ

く
り
を
め
ざ
し
て
い
る
市
で
は
。

「
健
辰
つ
く
り
」
に
努
め
る
皆

さ
ん
の
、
貴
重
な
体
験
手
記
を

募
集
し
未
了
。
多
数
の
ご
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
車
ｙ
。

《
応
募
要
領
》

▼
資
格
・
・
・
市
内
に
在
住
、
在

・
勤
、
在
学
の
人
▼
作
品
の
規
定

…
4
0
0
字
詰
原
稿
用
紙
3
枚
以
上

1
0
枚
以
内
の
未
発
表
の
作
品
▼

応
募
…
別
紙
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
勤

務
先
ま
た
は
学
校
名
か
書
い
て

同
封
し
て
く
だ
さ
い
▼
締
め
切

り
…
昭
和
6
4
年
1
月
3
1
日
（
当

日
消
印
有
効
）
▼
送
付
先
…
〒

6
1
1
宇
治
市
宇
治
琵
琶
3
3
、
宇
治

市
役
所
保
険
年
金
課
「
健
辰
つ

く
肛
体
験
手
記
」
募
集
係
へ
▼

賞
品
・
：
↓
了
五
万
円
旅
行
ク

Ｉ
ポ
ン
券
、
2
等
三
一
万
円
旅

行
ク
ー
ポ
ン
券
、
3
等
上
一
万

円
旅
行
ク
ー
ポ
ン
券
▼
選
考
発

表
・
：
市
政
だ
よ
り
紙
上
で
。

な
お
、
応
募
作
品
は
返
却
し

ま
せ
ん
。
著
作
権
は
本
市
に
帰

属
し
未
了
。
（
保
険
年
金
課
）

Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
住
宅

「
い
え
」
を
テ
ー
マ
に

作
文
・
絵
画
を
募
集

市
で
は
「
自
然
・
歴
史
・
文

化
な
熟
矛
夭
切
に
守
り
、
生
か

し
な
が
ら
、
い
つ
ま
で
も
住
み

た
い
、
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち

の
創
造
」
を
テ
ー
マ
に
、
宇
治

市
地
域
型
優
良
住
宅
（
Ｈ
Ｏ
Ｐ

Ｅ
住
宅
）
制
度
を
順
定
。
地
域

の
発
意
と
創
意
に
よ
る
、
地
域

に
根
差
し
た
総
合
的
な
住
宅
・

ま
ち
づ
く
り
政
策
か
罹
進
し
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
推
進
す
る
一
環
と

し
て
、
次
の
要
領
で
作
文
と
絵

画
を
募
集
し
ま
す
。
多
数
ご
応

募
ぐ
だ
さ
い
。

（
募
集
要
領
）

▼
テ
ー
マ
・
：
こ
ん
な
家
に
住

み
た
い
な
、
こ
ん
な
家
が
素
敵

だ
な
▼
作
文
の
部
…
4
0
0
字
詰
原

稿
用
紙
5
枚
以
内
▼
絵
画
の
部

…
四
つ
切
り
画
用
紙
（
水
彩
・

色
鉛
筆
・
ク
レ
パ
ス
ー
ク
レ
ヨ

ン
な
芦
矛
使
用
）
▼
資
格
・
：
市

内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
人

▼
応
募
…
い
ず
れ
も
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
を
記
載
し
た

応
募
票
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い

▼
締
め
切
り
・
：
昭
和
6
4
年
1
月

3
1
日
（
必
着
）
▼
送
付
先
・
・
・
〒

6
1
1
宇
治
市
宇
治
琵
琶
3
3
、
宇
治

市
役
所
住
宅
課
へ
▼
入
選
発
表

・
：
6
4
年
3
月
2
1
日
発
行
の
市
政

だ
よ
り
で
発
表
す
る
と
丑
ハ
に
、

入
賞
者
に
直
接
連
絡
し
濠
ｙ
。

各
部
門
共
、
入
賞
―
点
、
佳
作

数
点
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
賞
状
と

記
念
品
な
ど
を
贈
呈
。

な
お
、
応
募
誓
四
返
却
し

ま
せ
ん
。
著
作
権
は
本
市
に
帰

属
し
、
市
の
主
催
す
る
催
し
物

に
使
用
し
栄
す
。

（
住
宅
課
）

929

体
力
テ
ス
ト
判
定
員

養
成
講
習
会

日
本
体
育
協
会
公
認
の
体
力
テ

ス
ト
判
定
員
を
養
成
す
る
講
座
で

す
。

▼
と
き
・
・
・
1
2
1
1
：
＾
1
日
旧
、
午
前

9
時
半
1
午
後
ｔ
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・

黄
槃
体
育
館
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
室
▼
対
象
…
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の

指
導
者
、
体
育
指
導
員
、
学
校
教

職
員
や
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
に
携
わ

る
人
、
事
業
所
の
職
員
厚
生
担
当

者
な
ど
▼
定
員
・
：
4
0
人
（
先
着
順
）

▼
講
師
…
卸
日
本
体
育
協
会
公
認

体
力
テ
ス
ト
指
導
員
、
梅
垣
誠
さ

ん
▼
参
加
料
・
：
千
七
百
五
十
円
（

テ
キ
ス
ト
代
七
百
五
十
円
、
認
定

料
千
円
〈
た
だ
し
認
定
保
留
者
に

は
認
定
料
を
返
却
〉
）
▼
申
し
込
み

・
：
所
定
の
用
紙
で
1
2
月
1
0
日
出
ま

で
に
市
教
育
委
員
会
市
民
体
育
課

（
〒
6
1
1
宇
治
琵
琶
4
5
）
へ
。

市
民
歩
こ
う
会

▼
と
き
・
：
1
2
月
Ｈ
日
間
、
午
前

8
時
半
、
京
阪
宇
治
駅
前
隻
二

雨
天
の
場
合
は
1
2
月
1
8
日
㈲
）
▼

コ
ー
ス
・
：
京
阪
宇
治
駅
↓
伏
見
稲

1

1

1

1

1

1

1

1

1

昭
和
六
十
四
年
二
月
二
日
ま
で

に
出
生
届
け
出
が
さ
れ
た
乳
児
に

つ
い
て
も
、
保
育
の
申
し
込
み
が

出
来
季
ｙ
。
産
休
明
け
保
育
を
実

施
し
て
い
る
保
育
所
（
園
）
は
、
北

木
幡
・
善
法
・
宇
治
・
横
島
・
北

小
倉
・
小
倉
双
葉
園
・
大
久
保
保

青
所
ど
、
な
か
よ
し
・
明
星
・
あ

さ
ひ
・
く
り
く
ま
保
育
園
の
十
一

ヵ
所
（
園
）
で
す
。

ま
た
、
個
人
の
家
庭
で
保
育
す

る
昼
間
里
親
制
度
の
利
用
者
も
募

集
し
示
ｙ
。

こ
れ
ら
の
制
度
の
利
用
を
希
望

す
る
人
は
、
十
二
月
六
日
㈹
か
ら

六
十
四
年
二
月
二
日
南
の
午
後
五

時
ま
で
に
、
福
祉
事
務
所
保
育
課

－
荷
駅
↓
稲
荷
山
↓
将
軍
塚
↓
円
山

公
園
↓
高
台
寺
解
散
の
約
1
1
’
Ａ
▼

準
備
品
…
昼
食
、
雨
具
、
水
筒
な

ど
。
交
通
費
は
各
自
負
担
▼
問
い

合
わ
せ
・
未
村
長
次
さ
ん
（
豊
⑤

3
6
3
3
）
へ
。

親
子
ク
リ
ス
マ
ス
会

親
子
で
楽
し
い
一
日
を
。

▼
と
き
・
・
・
1
9
一
月
1
8
日
面
、
午
後

3
時
～
6
時
▼
と
こ
ろ
・
：
中
央
公

民
館
▼
対
象
・
定
員
・
：
親
子
で
6
0

人
（
先
着
順
）
▼
参
加
料
・
・
・
五
百

円
（
ケ
ー
キ
ー
ク
ラ
フ
ト
代
）
、
当

日
徴
収
▼
受
け
付
け
…
電
話
で
市

民
体
育
課
（
容
⑩
3
1
4
1
）
へ
。
・

－
－
1
1
1
1
1
1
1
1
1

第
6
回
宇
治
川
マ
ラ
ソ
ン
大
会

参
加
者
を
募
集

・

昭
和
六
十
四
年
二
月
二
土
〈
日
一
に
開
か
れ
る
「
笙
ハ
回
宇
治
川
マ

宇治川マラソン大会の種目表

距離 記号 種目

5ｋｍの部

Ａ 中学生男子

Ｂ 中学生女子

Ｃ 一般（高校生を除く）男子

Ｄ 一般（高校生以上）女子

Ｅ 壮年（ｗ歳以上）男子

Ｆ 壮年（35歳以上）女子

10ｋｍの部
Ｇ 一般（高校生以上）男子

Ｈ 一般ぐ高校生以上）女子

20ｋｎｉの部
Ｉ 一般（高校生以上）男子

Ｊ 一般（高校生以上）女子

ラ
ソ
ン
大
合
の
参
加
者
か
募
集

皇
子
。

▼
と
き
・
・
・
6
4
年
2
月
2
6
日
間
（

雨
天
決
行
）
▼
受
け
付
け
・
：
午
前

8
時
半
～
9
時
、
太
陽
が
丘
公
園

セ
ン
タ
ー
前
▼
種
目
…
右
表
▼
参

加
資
格
・
・
・
中
学
生
以
上
で
健
康
な

人
▼
参
加
費
土
般
二
千
五
百
円
、

高
校
生
千
五
百
円
、
中
学
生
八
百

円
▼
申
し
込
み
・
・
・
所
定
の
申
込
書

に
参
加
費
を
添
え
て
「
〒
6
1
1
宇
治

市
五
ケ
庄
三
番
割
、
剛
宇
治
市
体

育
協
会
・
第
6
回
宇
治
川
マ
ラ
ソ

ン
大
会
事
務
局
」
へ
▼
締
め
切
り

・
：
6
4
年
士
月
1
4
日
出
（
当
日
消
印

有
効
）
▼
問
い
合
わ
せ
・
・
・
宇
治
川

マ
ラ
ソ
ン
大
会
事
務
局
（
容
⑩
1

9
0
5
）
へ
。

市民体育のお知ら

せ

64年度

保
育
所
の
入
所
申
請

社協の

お知らせ



来春2月28日まで3ヵ月間

市
で
は
、
家
庭
に
放
置
さ
れ
て

い
る
不
用
品
を
別
の
家
庭
で
有
効

に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
不

用
・
稽
報
セ
ン
タ
ー
を
開
設
。
今

回
は
、
後
期
と
し
て
十
二
月
一
日

か
ら
］
八
十
四
年
二
月
二
十
八
日
ま

で
の
三
ヵ
月
間
実
施
し
ま
す
。

欲
し
い
も
の
、
譲
り
た
い
も
の

か
登
録
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

▼
登
録
方
法
・
：
品
物
の
提
供
者
・

希
望
者
は
、
電
話
、
は
が
き
、
ま

た
は
来
庁
で
不
用
品
情
報
セ
ン

タ
ー
に
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間
は
、
平
日
午
前
九
時

～
午
後
三
時
。
土
曜
日
は
午
前

九
時
～
十
一
時
で
す
。

Ｖ
登
録
項
目
・
：
山
品
名
、
型
式
、

規
格
、
品
質
な
ど

ぼ
購
入
年
月
、
消
耗
程
度

ぼ
希
望
価
格

㈲
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
と

連
絡
先

㈲
そ
の
他
の
希
望
条
件

▼
主
な
取
り
扱
い
品
・
＝
家
具
、
電

気
製
品
、
楽
器
、
石
油
・
ガ
ス

器
具
、
自
転
車
、
ベ
ビ
ー
・
子

ど
も
用
品
（
お
も
ち
や
、
絵
本
、

衣
類
な
ど
寥
除
く
）
、
ス
ポ
ー
ツ

ー
レ
ジ
ャ
ー
用
・
Ｅ
、
一
般
家
庭

用
品
（
食
器
、
洗
剤
、
衣
類
、

日
唇
哩
丿
岑
際
く
）
、
学
習
用

品
（
雑
誌
・
文
具
奎
朕
く
）
な

、
ど
。
再
利
用
の
価
値
が
あ
り
、

修
理
の
不
要
な
も
の
に
限
り
ま

す
。
転
売
や
趣
味
な
ど
を
目
的
・

と
す
る
も
の
、
医
療
器
材
、
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
要
素
の
あ
る
も
の
、

食
品
、
生
參
物
は
取
り
扱
い
ま

せ
ん
。

Ｖ
品
物
の
取
引
方
法
…
提
供
・

希
望
奢
の
条
件
が
ほ
ぽ
一
歌
し

た
場
合
、
情
報
セ
ン
タ
ー
か
ら

希
望
者
に
連
絡
し
、
当
事
者
間

で
話
七
合
つ
て
い
た
だ
章
毒
ｙ
。

結
果
は
十
日
以
内
に
希
望
者
か

ら
情
報
セ
ン
タ
ー
に
報
告
を
。

▼
問
題
な
ど
の
処
理
・
＝
故
障
、
欠

陥
、
そ
の
外
の
問
題
が
生
じ
た

場
合
は
、
当
事
者
間
で
解
決
鴛

市
は
一
切
の
問
題
に
責
任
を
負

い
ま
せ
ん
。

（
商
工
観
光
課
）

930

額の算定、訴訟や調停のしかた、自賠責保

険の利用のしかたなど、お気軽にご相談く

ださい。上十

相談は無料、秘密は厳守。∧

Ｅ………………………………で・・¨’…………7¨ヤ’77………7’ｌ

社会福祉協議会め法律（定員。10人）・年Ｉ

｜金・結婚・登記一心配ごとｊなどの相談日程｜

■■■■㎜－曹7－－－－－：や、行政・人権・消費生活・精神薄弱者相談

の日程は、63年度版「市民カレンダごとＩ

手びき」に掲載。ご利用ください。

ｉ～心ｉＳふ、士匹柚Ξ次1－ｉ＆止ｔ七岫ｉ＆ＩＪ；このほか、市政相談と一般生活相談は

－ｉｎｔｇ亡十－言，た卜ぺ、ヽ4＝～・巾如・、し、Ｊ太Ｅ
市役所市民相談室で、消費苦情相談は商

工観光課で、教育相談は教育委員会で、

日曜日を除く毎日受け付け。家庭児童相

～金曜日の10時～16時に総合福祉

階の家庭児童相談室（Ｑ⑩8698）
4

● ● ● ・ ● ● ψ

Ｉ談は月

会館3

で。

1……………

献血

●ｔ日（宇治市保健医療センター＝10時～正午，13時～15時半）、21日（京阪宇治交通〈株〉宇治車庫＝10時～正午、13時～15時半）。丿

飼えなくなった犬・猫の引き取り

●毎週月曜日（宇治保健所＝’9時～10時半）。ただし、12月26日と64年1月2日は、引き取りを行いません。⊂コ

相談あんない

●青少年相談（9・日、市民会館13時～16時）。●京都府交通事故相談（7日、21日、京都府宇治地方振興局ａ＠2049、9時～16時）。交通事故の法律問題、示談のしかた、賠償
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駐
車
時
間

伊
勢
田
神
社

北
横
島
小
学
校

大
久
保
小
学
校

開
公
民
分
館
前

緑
ヶ
原
蔭
田
緑
地

平
盛
小
学
校

西
大
久
保
小
学
校

旦
椋
公
会
堂
前

ユ
ニ
チ
カ
社
宅
前

南
落
合
1
2
の
通
り
八
木
ガ
レ
ー
ジ

南
小
倉
小
学
校

北
小
倉
小
学
校

汚
水
処
理
場
横

志
津
川
バ
ス
駐
車
場

万
福
寺
駐
車
場

西
小
倉
中
学
橡
孔
門

南
陳
第
2
児
童
公
園

う
め
が
き
商
店
東
へ
川
メ
ー
ト
ル

明
星
保
育
園
上
ル

御
蔵
山
小
学
校

六
地
蔵
公
会
堂
前

木
幡
公
民
館
前

岡
屋
小
学
校

南
部
小
学
校

羽
戸
山
集
会
所
横

駐
車
場
所

－

登録・問い合わせ
不用品情報センタ
ー

保
健
・
衛
生
・
相
談
・
移
動
図
書
館
(
1
2
月
分
)

不用品センタ

ーの開設

燃えないゴミ（清掃事務所電話22－3141） し尿（城南衛生管理組合電話075－631－5171）

12月の燃えないゴミ・し尿収集日程表

年末年始と1月分の日程表は12月21日号で
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